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中学校数学科「一次関数」における数学的な表現や

処理の仕方の習得を図る指導に関する研究
－コンピュータ教材を活用した

生徒個々のつまずきを解決する学習活動を取り入れて－

星 野 能 之宮古市立重茂中学校 教諭

Ⅰ 研究目的

中学校数学科「一次関数」の指導では、具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変

、 、 、化や対応を調べることをとおして 一次関数について理解するとともに 関数関係を見いだし表現し

考察する能力を養うことが大切であり、そのためには数学的な表現や処理の仕方を習得していること

が必要である。

しかし、本校の生徒は、変化の割合を求めたり、二つの数量の関係を式で表したりする場面でつま

ずくことが多く、授業で身に付けさせたい数学的な表現や処理の仕方の習得ができていないように思

われる。それは、これまでの一次関数の指導において、生徒個々のつまずきを解決させるための手だ

てが不足していたことが原因であると考えられる。

このような状況を改善するためには、生徒個々の理解や習熟の程度に応じた最適な問題や説明を提

示できるコンピュータ教材を用いて、生徒個々につまずいている内容に気付かせ、つまずきを解決す

る学習活動を取り入れることが有効であると考える。

そこで、この研究は、生徒個々の状況に対応することができるコンピュータ教材を開発し、それを

活用したつまずきを解決する学習活動を取り入れた授業実践をとおして、数学的な表現や処理の仕方

の習得を図る指導を明らかにし、中学校数学科「一次関数」の学習指導の改善に役立てようとするも

のである。

Ⅱ 研究仮説

中学校数学科「一次関数」の指導において、生徒個々の理解や習熟の程度に応じた最適な問題や説

明を提示できるコンピュータ教材を用いた生徒個々のつまずきを解決する学習活動を行えば、生徒は

数学的な表現や処理の仕方を習得することができるであろう。

Ⅲ 研究の内容と方法

１ 研究の内容

(1) 中学校数学科「一次関数」における数学的な表現や処理の仕方の習得を図る指導に関する基本

構想の立案

(2) 基本構想に基づく指導プログラムの作成

(3) 基本構想に基づくコンピュータ教材の開発
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(4) 授業実践及び実践結果の分析と考察

(5) 中学校数学科「一次関数」における数学的な表現や処理の仕方の習得を図る指導に関する研究

のまとめ

２ 研究の方法

(1) 文献法 (2) 質問紙法 (3) テスト法 (4) 授業実践

３ 授業実践の対象

宮古市立重茂中学校 第２学年１学級（男子11名 女子17名 計28名）

Ⅳ 研究結果の分析と考察

１ 中学校数学科「一次関数」における数学的な表現や処理の仕方の習得を図る指導に関する基本構

想

(1) 中学校数学科「一次関数」における数学的な表現や処理の仕方の習得を図る指導に関する基本

的な考え方

中学校数学科「一次関数」の指導では、具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変

、 、 、化や対応を調べることをとおして 一次関数について理解するとともに 関数関係を見いだし表現し

考察する能力を養うことが大切であり、そのためには数学的な表現や処理の仕方を習得していること

が必要である。

中学校数学科「一次関数」における数

学的な表現や処理では、一次関数の関係

を式やグラフで表すことと、式やグラフ

から読みとったり変化の割合を求めたり

することを習得させることが求められて

いる。したがって、本単元における数学

的な表現や処理とは【表１】に示す内容であるととらえる。

このことから、本研究では、中学校数学科「一次関数」における数学的な表現や処理の仕方を習得

したとは 【表１】に示す内容の到達状況が、判断基準のおおむね満足する段階に達していることと、

とらえる。

(2) 中学校数学科「一次関数」における数学的な表現や処理の仕方の習得を図る指導にコンピュー

タ教材を活用したつまずきを解決する学習活動を取り入れる意義

一斉指導の授業で、学習した内容を適用する場面では、生徒はプリントやノートに記入していき、

教師は机間指導をしながら支援をし、一定の時間が経過したあとでつまずきの見られる問題について

一斉形態で解説をし、先に記入したプリントやノートを回収してから個々へのアドバイスを記入して

返却することにより習得を図ることが多い。

数学的な表現や処理の仕方を習得するには、解決するための方法や手順の理解と結果に至るまでの

処理操作を正しく行うことが必要である。しかし、これまで行ってきた方法では、どこでつまずいて

いるかの判断をし、つまずきの内容に合わせた説明を個別に行うことは困難である。また、生徒自身

が誤答に気付くのは、主として答え合わせのときや教師や友達から指摘を受けたときである。したが

って、生徒がつまずいたときと誤答に気付くときとの時間的なずれが生じるため、誤った処理を最後

【表１】中学校数学科「一次関数」における数学的な

表現や処理の仕方

①問題から目的とする数量を求めること

②グラフや式から一次関数の特徴を読みとること

③変化の様子をグラフで表現すること

④二つの数量の関係を式で表現すること
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まで行ったり、何問も繰り返してしまったりすることが多く、本時に習得させたい正しい処理操作の

練習となり得ていない場合が見られる。

、 。コンピュータには 入力した結果に応じて分岐させた回答を表示する機能をもたせることができる

このことにより、生徒の入力した解答の正誤をコンピュータに判断させ、誤答に対して必要とする処

理操作についての説明を表示したり、生徒の振り返りたい既習内容を表示したりすることができる。

コンピュータ教材で、解答が正解であれば正しいことが確認でき、誤答であればそれに対しての説明

を見ることができるようにすることにより、生徒は即座に自分の解答に自信をもって先に進んだり、

つまずきに対する見直しに取りかかったりすることができる。このように、コンピュータ教材を活用

することにより、既習内容を振り返らせたり、つまずきの内容に注目させて自分の解答を見直させた

りする学習活動を個別に行わせることができる。

さらに、コンピュータ教材で提示する問題を、つまずきの現れやすい内容とすることで、生徒個々

のつまずきを発見し、誤っている内容に気付かせることができる。また、誤答に応じて表示する説明

は、正解に至る過程の表示ではなく、正解を導き出すためのアドバイスとなる内容とすることで、生

徒がつまずきを解決していく活動につなげることができる。

振り返りや見直しの必要がある場面では、一斉指導の授業でも個に配慮した指導を行うことが大切

である。これまで、生徒によってつまずきの内容が異なるために十分に対応することができなかった

が、コンピュータ教材を活用した学習活動を取り入れることにより、一斉指導の中で個に配慮した指

。 、 。導を行うことが可能になる このことにより 数学的な表現や処理の仕方の習得が図られると考えた

(3) 中学校数学科「一次関数」における数学的な表現や処理の仕方の習得を図るコンピュータ教材

を活用した指導について

生徒が数学的な表現や処理の仕方を十分に習得できない原因は２つあると考える。それは、単位時

間において、学習するために必要な既習内容が身に付いていないことと、習得させたい表現や処理の

手順を覚えられないことである。そこで、本研究では、導入段階で既習内容の振り返りを行う場面を

「補充場面 、展開の後半で本時に学習したことを他の問題に当てはめる練習を行い習得を図る場面」

を「適用場面」ととらえ、次の指導を行う。

導入の補充場面では、本時に学習する内容を習得させるために必要な既習内容の確認や補充をする

ことが大切である。既習内容の補充は、生徒の既習内容でのつまずきを解決するために行うものであ

るから、個に配慮した指導が必要である。そこで、コンピュータ教材を活用して、生徒のつまずきが

現れやすい内容の問題に取り組ませ、個別に既習内容や正しい処理の仕方の確認とつまずきの見直し

をする学習活動を行わせる。

また、展開の適用場面では、本時に学習する内容を問題に正しく適用できるようにする指導が必要

である。そこで、コンピュータ教材を活用して、習得させたい手順に沿った小問で構成された問題に

、 。 、 、取り組ませ 正しい手順を覚えられるようにする場を設定する また 既習内容の補充場面と同様に

既習内容や正しい処理の仕方の確認とつまずきの見直しもできるようにする。

このように、個々の生徒がつまずいた段階で見直しに取り組ませ、本時に学習した正しい手順に沿

って適用の学習を進めさせることにより、表現や処理の仕方を習得することができるようになると考

える。

( ) 中学校数学科「一次関数」における数学的な表現や処理の仕方の習得を図る指導に関する基本4

構想図
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これまで述べてきたことを基に、中学校数学科「一次関数」における数学的な表現や処理の仕方の

習得を図る指導に関する基本構想図を【図１】に示す。

２ 基本構想に基づき開発したコン

ピュータ教材

( ) コンピュータ教材で提示する1

問題の構成

基本構想を基に、コンピュータ教

材の利用場面と提示する問題の構成

を 【表２】に示す。問題の作成に、

当たっては、単位時間ごとに利用す

る問題の構成を「補充」と「適用」

のそれぞれについて分析し、単元で

学習する内容と既習内容との関連を

【表３】既習内容関連一覧表にまと

めた。

誤答に対する説明の作成に当たっ

ては、単なる正解に至る過程の表示

とならないようにし、説明を見た生

徒がその内容を理解し、自分のつま

ずきを解決していく活動につなげら

れるように配慮した。また、説明の

内容は、処理する過程で生じたつま

ずきの内容に気付かせること、考え

た方法を修正するための手がかりを

既習内容から見い出させることの２

点を備えたものになるように作成し

た。

【表３】既習内容関連一覧表（抜粋）

既 習 内 容
の確認

要 点 の 説 明

つ ま ず き を
解決する
学習活動

生徒の理解や習熟の程度に
応じた問題や説明を

提示できるコンピュータ教材

展
開
段
階

導
入
段
階

目 的 と す る

数 量 を 求 め

る こ と が で

き る

一 次 関 数 の

特 徴 を 読 み

と る こ と が

で き る

グ ラ フ で 表

現 す る こ と

が で き る

式 で 表 現 す

る こ と が で

き る

数学的な表現や処理の仕方の習得

補
充
場
面

適
用
場
面

表現や
処理の
仕方の
確認

既習内容
の

確認と
補充

本時で必
要な既習
内容

つまずい
ている内
容

習得させ
たい表現
や処理の
仕方

つまずき
が予想さ
れる内容

実

態

調

査

と

目

標

分

析

つ ま ず き
の 見 直 し

正 し い 手
順 で の 適
用

・つまずき

の見直し

・既習内容

の確認

・正しい処

理の確認

誤 答 に 対 す
る説明

手 順 に 沿 っ
た小問

・誤答に対す

る説明

・要点の説明

・正解してか

ら進む機能

目 的 と す る 数

量 を 求 め る た

め に 必 要 な 既

習 内 容

一 次 関 数 の 特

徴 を 読 み と る

た め に 必 要 な

既 習 内 容

グ ラ フ で 表 現

す る た め に 必

要 な 既 習 内 容

式 で 表 現 す る

た め に 必 要 な

既 習 内 容

生徒の実態
変化の割合を求めたり二つの数量の関係を式で表
したりする場面でつまずくことが多い

指導の実態
生徒個々のつまずきを解決するための手だて
が不足している

数学的な表現や処理の仕方の習得が十分でない

正 し い 処
理 の 確 認

正 解 し て か
ら 進 む 機 能

【図１】中学校数学科「一次関数」における数学的な表現や

処理の仕方の習得を図る指導に関する基本構想図
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変
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項
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元
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立
方
程
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解
法
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の
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一
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関
数
の
式

一
次
関
数
の
対
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増
加
量

変
化
の
割
合

ｙ
の
増
加
量

傾
き
と
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片

グ
ラ
フ
／
読
み
と
り

グ
ラ
フ
／
傾
き

グ
ラ
フ
／
分
数

変
域
一
次
関
数
の
式
１

一
次
関
数
の
式
２

方
程
式
の
グ
ラ
フ
／
１

方
程
式
の
グ
ラ
フ
／
２

グ
ラ
フ
の
交
点

ｙ
＝
ｋ

1 1(1)
関数
・関数の定義

○ ○ ○ ◎

2 1(2)
１次関数の対応
・１次関数の式・対応する値

● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

3 1(3)
変化の割合
・変化の割合の求め方・利用の仕方

● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

4 1(4)
１次関数のグラフ（対応表）
・比例のグラフとの比較

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ◎

5 1(4)
１次関数のグラフ（読みとり）
・傾きと切片・グラフから式への表現

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ○ ○ ◎

6 1(4)
１次関数のグラフ
・傾きと切片を利用したグラフの書き方

○ ● ○ ● ● ○ ◎

7 1(4)
１次関数のグラフ（分数）
・傾きと切片を利用したグラフの書き方

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ◎

8 1(4)
変域
・変域の表し方・座標平面上への表し方

● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ◎

9 1(5)
１次関数の式で表すこと１
・変化の割合と１組の対応するｘ、ｙの値

○ ○ ○ ● ● ○ ● ◎

10 1(5)
１次関数の式で表すこと２
・２組の対応するｘ、ｙの値

○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ ■ ◎

「注」　【表３】中の記号は次のことを表す。
   ◎　その時間に学習する新出内容　　　　　　　　　　　　　　　　　●　既習内容のうち、特に補充の必要がある問題でコンピュータ教材で提示する内容
   ■　コンピュータ教材で提示する問題でその時間に１つだけ扱う内容   ○　関連する既習内容　　　　　   △　問題解決の方法を教えることになるため補充問題では扱わない内容

連立
方程
式

一次関数正負の数 文字と式 比例
式の
計算

【表２】コンピュータ教材で提示する問題の構成
利用場面 問題の内容

補充 導入の補 本時の学習を習得する上で必要な既習

問題 充場面 内容の確認や補充をするための問題

適用 展開の適 本時に学習する手順に沿った適用の仕

問題 用場面 方を習得させるための問題
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(2) コンピュータ教材の構造

開発したコンピュータ教材では、

１問ごとに【図２】の流れで学習を

進めるようにした。それぞれの機能

のねらいを次に示す。

ア 誤答を入力すると、即座に

誤答に対する説明を表示する

ように作成した。このことに

より、生徒につまずいている

内容に気付かせ、誤りを修正できるようにする。

イ 問題に正解すると次の問題を表示するようにした。このことにより、生徒は誤った処理を繰

り返さずに済み、正しい手順の習得ができるようにする。

ウ 解法が分からない生徒は、いつでも24項目の要点の説明を見ることができるようにした。こ

のことにより、自力だけではできない問題にも取り組めるようにする。

( ) コンピュータ教材の画面構成3

開発したコンピュータ教材の画面を次の【図３】に示す。

【図３】コンピュータ教材の画面構成

誤答を入力する

とそれに対する

説明を表示する

進度を把握しやすくする

ため進度によりコメント

の色を変えて表示する

HELP MENUで振り返りた

い内容を選択すると要点

の説明を表示する

（①→②→③→④）

前の問題を正解

するとここに次

の問題が表示さ

れる

【図２】コンピュータ教材構造図
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はHELP　MENUで説明
を見ることができる

解答が正解か

同じ問題を正解する
までやり直す

誤答を入力すると即座に
誤答に対する説明を表示

自力でできる

次の問題に進む

NO

YES

YES

NO

アイ

ウ

①

②③

④
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３ 検証計画

検証計画の概要を【表４】に示す。

【表４】検証計画の概要

検証項目 検証内容 検証方法 検証場面

数学的な表現 ①問題から目的とする数量を求めること ・テスト法により実施し、結果を有 事前

や処理の仕方 ②グラフや式から一次関数の特徴を読みとること 効度指数により分析し、考察する 事後

の習得状況 ③変化の様子をグラフで表現すること ・習得状況は判断基準のＢ以上への

④二つの数量の関係を式で表現すること 到達状況により分析し、考察する

「注」平成14年12月に行った教研式標準学力検査（ＣＲＴ）の結果を基に、上位群、中位群

下位群各８名とし、到達度による検証も行う。

４ 授業実践及び実践結果の分析と考察

( ) コンピュータ教材を活用したつまずきを解決する学習活動を取り入れた授業実践の概要1

ア 対象 宮古市立重茂中学校 第２学年 １学級（男子11名、女子17名 計28名）

イ 授業実践の計画

(ｱ) 授業実践期間 平成15年９月８日～９月30日

(ｲ) 単元名「一次関数」 第１節一次関数（10時間 （指導計画は略））

(ｳ) 授業実践の概要

本研究における、授業実践の単位時間の基本的な流れを 【表５】に示す。、

【表５】コンピュータ教材の活用を取り入れた授業実践における単位時間の基本的な流れ
段階 主な学習内容 学習の流れ 学習活動

導入 １ 補充問題 既習内容の確認・補充 補充の学習

コンピュータ教材を利用して本時に必要な既習内容の問題を解く

２ 問題提示 問題内容の確認

３ 課題把握 学習課題の設定

展開 ４ 課題解決

５ 解決内容のまとめ

６ 適用問題 適用の学習

コンピュータ教材を利用して本時に習得させたい表現や処理の仕方の手

順で提示される問題を解く

７ 評価 目標問題

終末 ８ 本時のまとめ 学習の振り返り 自己評価・本時のまとめ

９ 次時の予告 次時の予告をする

「注」太枠はコンピュータ利用場面

( ) 中学校数学科「一次関数」における数学的な表現や処理の仕方の習得を図る指導に関する実践2

結果の分析と考察

・つまずいた内容の見直し

・振り返りたい内容の確認

・正しい処理の仕方の確認

・正しい手順での適用
・つまずいた内容の見直し
・振り返りたい内容の確認
・正しい処理の仕方の確認

・誤答に対する説明

・要点の説明

・正解してから進む機能

・手順に沿った小問
・誤答に対する説明
・要点の説明
・正解してから進む機能

誤答に対する説明や要点の説明に

ついての生徒の感想

自分のつまずきを明確に把握し気を付ける点に

ついての具体的な記述（自己評価表から）
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中学校数学科 一次関数 における数学的な表現や処理の仕方の習得状況をみるために 問題から「 」 、「

目的とする数量を求めること 「グラフや式から一次関数の特徴を読みとること 「変化の様子をグラ」 」

フで表現すること 二つの数量の関係を式で表現すること のそれぞれの観点から主題テストを作成」「 」

し、事前及び事後に実施し、その結果について考察した。

ア 問題から目的とする数量を求めることの習得状況

【表６】は「問題から目的とする数

量を求めること」の習得状況を調べた

結果である。この結果から、有効度指

、 、 。数は 全体が79 下位群が68であった

また、このことにかかわる評価規準、

、 【 】 。評価問題 判断基準を 表７ に示す

授業での評価問題から判断した、数学

的な表現・処理についての観点別評価

は、全員がおおむね満足する段階以上

であった。

このことから、コンピュータ教材を活用して、導入段階の補充場面で既習内容を振り返らせ、展開

段階の適用場面で解決するための手順に沿った問題に取り組ませて、生徒個々のつまずきを解決する

学習活動を取り入れた指導が有効であったため習得できたものと考える。

【表７】問題から目的とする数量を求めることの評価規準表

イ グラフや式から一次関数の特徴を読みとることの習得状況

【表８】は「グラフや式から一次関数の

特徴を読みとること」の習得状況を調べた

。 、 、結果である この結果から 有効度指数は

全体が78、下位群が61であった。また、こ

のことにかかわる評価規準、評価問題、判

断基準を、次ページの【表９】に示す。授

業での評価問題から判断した観点別評価は

。全員がおおむね満足する段階以上であった

このことから、コンピュータ教材を活用

して、導入段階の補充場面で既習内容を振

り返らせ、展開段階の適用場面で解決するための手順に沿った問題に取り組ませて、生徒個々のつま

ずきを解決する学習活動を取り入れた指導が有効であったため習得できたものと考える。

【表６】問題から目的とする数量を求めることの習得状況

テスト項目 群 正答率 有効度指数

事前 21.4

事後 83.3

事前 37.5

事後 95.8

事前 16.7

事後 83.3

事前 8.3

事後 70.8

「注」　１　事前テストは９月８日、事後テストは９月30日に実施した。

　　　　２　有効度指数を求めるための公式は次の通りである。
　　　　　　　　（事後テストの正答率）－（事前テストの正答率）

（有効度指数）＝───────────────────────×100
　　　　　　　　　　　　　　100－（事前テストの正答率）

79

93

80

68

問題から目的
とする数量を
求めること

全体
（28名）

上位群
（8名）

中位群
（8名）

下位群
（8名）

【表８】グラフや式から特徴を読みとることの習得

状況

テスト項目 群 正答率 有効度指数

事前 4.8

事後 78.6

事前 8.3

事後 95.8

事前 4.2

事後 75.0

事前 4.2

事後 62.5

グラフや式か
ら１次関数の
特徴を読みと
ること

全体
（28名）

「注」　【表６】注に同じである

78

上位群
（8名）

95

中位群
（8名）

61
下位群
（8名）

74

Ａ（十分満足） Ｂ（おおむね満足）
Ｃ（努力を要する）
の生徒への支援

具体的な事象の中に見いだした

１次関数について、関数関係を
利用して対応する値を求めるこ

とができる。
【評価問題・ノート】

１次関数ｙ＝－２ｘ＋７で、ｘ＝－

４のときのｙの値を求めなさい。

具体的な事象の中に見いだした

１次関数について、１次関数の
式を利用して対応する値を求め

ることができる。(18)

１次関数の式を利用して、ｘの

値に対応するｙの値を求めるこ
とができる。(10)

ｙ＝ａｘ＋ｂの形のときの、ｘ

からｙへの対応の仕方と対応す
るｙの値の求め方を説明する。

(0)

変化の割合を求めることができ
る。

【評価問題・ノート】

ｘ＝３のときｙ＝10、ｘ＝６のとき
ｙ＝４となる１次関数の変化の割合

を求めなさい。

変化の割合を求める方法を説明
することができる。(17)

変化の割合を求めることができ
る。(11)

対応表と式の中の変化の割合を
対応させて説明する。(0)

変化の割合とｘの増加量を用い

てｙの増加量を求めることがで
きる。

【評価問題・ノート】

１次関数ｙ＝－３ｘ＋１で、 ｘの増

加量が５のときのｙの増加量を求め
なさい。

変化の割合とｘの増加量を用い

てｙの増加量を求める方法の意
味を説明することができる。

(12)

変化の割合とｘの増加量を用い

てｙの増加量を求めることがで
きる。(16)

対応表と式の中の変化の割合を

対応させて説明する。(0)

評価規準 評価問題

判断基準（かっこ内の数値はその段階の生徒数を表す）
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【表９】グラフや式から一次関数の特徴を読みとることの評価規準表

ウ 変化の様子をグラフで表現することの習得状況

【 】 「 」 。 、表10 は 変化の様子をグラフで表現すること の習得状況を調べた結果である この結果から

有効度指数は全体が86、下位群が75であった。また、このことにかかわる評価規準、評価問題、判断

基準を【表11】に示す。

授業での評価問題から判断した観点別評

価は、26名がおおむね満足する段階以上、

２名が努力を要する段階であった。努力を

要する段階の２名は、傾きが分数の場合に

分母と分子の座標平面上へのとりかたを混

同したが、授業後の支援により習得を図る

ことができた。また、この２名は傾きが整

数の場合にはグラフを書くことができてお

り、成果が見られる。

このことから、コンピュータ教材を活用して、導入段階の補充場面で既習内容を振り返らせ、展開

段階の適用場面で解決するための手順に沿った問題に取り組ませて、生徒個々のつまずきを解決する

学習活動を取り入れた指導が有効であったため習得できたものと考える。

【表11】変化の様子をグラフで表現することの評価規準表

エ 二つの数量の関係を式で表現することの習得状況

次ページの【表12】は「二つの数量の関係を式で表現すること」の習得状況を調べた結果である。

有効度指数は、全体が72、下位群が54であった。

、 、 、 【 】 。 、このことにかかわる評価規準 評価問題 判断基準を 次ページの 表13 に示す 観点別評価は

25名がおおむね満足する段階以上、３名が努力を要する段階であった。全員をおおむね満足する段階

以上に到達させることはできなかったが、有効度指数が下位群でも54となっていることから、ほぼ習

得させることが出来たと考えられる。また、努力を要する段階の生徒も表現するための手順どおり計

【表10】変化の様子をグラフで表現することの習得

状況

テスト項目 群 正答率 有効度指数

事前 0.0

事後 85.7

事前 0.0

事後 100.0

事前 0.0

事後 87.5

事前 0.0

事後 75.0

変化の様子を
グラフで表現
すること

全体
（28名）

下位群
（8名）

86

上位群
（8名）

100

中位群
（8名）

88

「注」　【表６】注に同じである

75

Ａ（ 十分満足） Ｂ （ おおむね満足）
Ｃ （ 努力を要する）
の生徒への支援

傾きと 切片を利用して１ 次関数の
グラフを書く こ と ができる。
【 評価問題・ ﾉ ﾄー・ ﾌ゚ ﾘﾝﾄ】

１ 次関数ｙ ＝－３ ｘ ＋２ のグラ
フを書きなさい。

傾きと 切片を利用して１ 次関
数のグラフを書く 方法を説明
するこ と ができる。 ( 16)

傾きと 切片を利用して１ 次関
数のグラフを書く こ と ができ
る。 ( 12)

対応表を利用して書く 方法と
対比させながら説明する。 ( 0)

傾きが分数である１ 次関数のグラ
フを書く こ と ができる。
【 評価問題・ ﾉ ﾄー・ ﾌ゚ ﾘﾝﾄ】

　 　 　 　 　 　 　 ３
１ 次関数ｙ ＝－－ｘ ＋１
　 　 　 　 　 　 　 ４
のグラフを書きなさい。

傾きが分数である１ 次関数の
グラフを書く 方法を説明する
こ と ができる。 ( 15)

傾きが分数である１ 次関数の
グラフを書く こ と ができる。
( 11)

対応表を利用して書く 方法と
対比させながら説明する。 ( 2)

判断基準（ かっこ内の数値はその段階の生徒数を表す）

評価規準 評価問題

Ａ（十分満足） Ｂ（おおむね満足）
Ｃ（努力を要する）

の生徒への支援

１次関数のグラフから傾きと切片を
読みとり、式を作ることができる。

【評価問題・ﾉｰﾄ・ﾌﾟﾘﾝﾄ】

次の直線の
傾きと切片を

答えなさい。

１次関数のグラフからいろいろな場
合の傾きと切片を読みとり、式で表

すことができる。(15)

１次関数のグラフから傾きと切片を
読みとることができる。(13)

切片や傾きの一方だけを変化さ
せた例を提示して、数値の変化

がグラフに与える影響をとらえ
させる。(0)

１次関数のグラフから対応するｘ、
ｙの値を読みとり、ｙの変域を表す

ことができる。
【評価問題・ﾉｰﾄ・ﾌﾟﾘﾝﾄ】

次の直線で、ｘの
変域が１≦ｘ≦４

のときのｙの変域
を表しなさい。

１次関数のグラフにｘの変域を図示
し、それをもとにしてｙの変域の求

め方を説明することができる。(10)

１次関数のグラフから対応するｘ、
ｙの値を読みとり、ｙの変域を表す

ことができる。(18)

座標軸上の点から対応するｘ、
ｙの値を読みとることや、変域

の座標平面上での意味を説明す
る。(0)

評価規準 評価問題

判断基準（かっこ内の数値はその段階の生徒数を表す）

ｙ

χ
０

ｙ

χ
０
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算を進めることができており、誤りの原因は符号の書き落としや移項の際の符号の誤りによるもので

あることから、このことへの注意を払わせ

る指導を行うことにより、さらに力を伸ば

すことができるものと考える。

このことから、コンピュータ教材を活用

して、導入段階の補充場面で既習内容を振

り返らせ、展開段階の適用場面で解決する

ための手順に沿った問題に取り組ませて、

生徒個々のつまずきを解決する学習活動を

取り入れた指導が有効であったため習得で

きたものと考える。

【表13】二つの数量の関係を式で表現することの評価規準表

５ 中学校数学科「一次関数」における数学的な表現や処理の仕方の習得を図る指導のまとめ

中学校数学科「一次関数」における数学的な表現や処理の仕方の習得を図る指導に関して、成果

と課題の二点について示す。

( ) 成果1

ア 「問題から目的とする数量を求めること」の学習では、授業の導入の補充場面で、増加量や

１あたり量の問題を提示し、誤答に対する説明を表示できるコンピュータ教材を活用して、つ

まずきを解決しながら既習内容を振り返る学習活動を取り入れた。また、授業の展開の適用場

面で、目的とする数量を求めるための手順に沿った小問で構成される問題を提示できるコンピ

、 。ュータ教材を活用して つまずきを解決しながら正しい方法が身に付く学習活動を取り入れた

、 「 」 。このことにより 生徒に 問題から目的とする数量を求めること を習得させることができた

イ 「グラフや式から一次関数の特徴を読みとること」の学習では、授業の導入の補充場面で、

座標の正負の意味や点の表し方の問題を提示し、誤答に対する説明を表示できるコンピュータ

教材を活用して、つまずきを解決しながら既習内容を振り返る学習活動を取り入れた。また、

授業の展開の適用場面で、グラフや式から一次関数の特徴を読みとるための手順に沿った小問

で構成される問題を提示できるコンピュータ教材を活用して、つまずきを解決しながら正しい

方法が身に付く学習活動を取り入れた。このことにより、生徒に「グラフや式から一次関数の

特徴を読みとること」を習得させることができた。

ウ 「変化の様子をグラフで表現すること」の学習では、授業の導入の補充場面で、変化の割合

、 、の意味や求め方の問題を提示し 誤答に対する説明を表示できるコンピュータ教材を活用して

【表12】二つの数量の関係を式で表現することの習

得状況

テスト項目 群 正答率 有効度指数

事前 2.4

事後 72.6

事前 8.3

事後 95.8

事前 0.0

事後 70.8

事前 0.0

事後 54.2

二つの数量の
関係を式で表
現すること

全体
（28名）

72

上位群
（8名）

95

中位群
（8名）

71

下位群
（8名）

「注」　【表６】注に同じである

54

Ａ（十分満足） Ｂ（おおむね満足）
Ｃ（努力を要する）
の生徒への支援

ｘの変域に対応するｙの変域を不
等号を用いて表すことができる。

【評価問題・ノート】

１次関数ｙ＝－３ｘ＋２で、ｘの
変域が２≦ｘ≦５であるときのｙ

の変域を求めなさい。

ｘの変域の両端の値に対するｙの
値を求めて、ｙの変域を表すとと

もに、グラフ上に図示することが
できる。(14)

ｘの変域の両端の値に対するｙの
値を求めて、ｙの変域を表すこと

ができる。(14)

対応表を利用して、ｘの変域の
両端だけでなく、変域に含まれ

る値についても考えさせる。(0)

変化の割合と１組の対応するｘ、
ｙの組が与えられているときの１
次関数の関係を、式で表すことが

できる。

【評価問題・ノート】

変化の割合が－５で、ｘ＝３のと
きｙ＝－４となる１次関数の式を
求めなさい。

事象の中から１次関数の関係を見
いだし、変化の割合と１組の対応
するｘ、ｙの組が与えられている

ときに、ｘとｙの関係を１次関数

の式で表すことができる。(14)

変化の割合と１組の対応するｘ、
ｙの組が与えられているときに、
ｘとｙの関係を１次関数の式で表

すことができる。(11)

１次関数の式、変化の割合の意
味、ｘとｙが対応することにつ
いての確認をして、式で表すま

での流れを説明する。(3)

２組の対応するｘ、ｙの組が与え
られているときの１次関数の関係

を、式で表すことができる。
【評価問題・ノート】

ｘ＝－４のときｙ＝５，ｘ＝－２
のときｙ＝11となる１次関数の式

を求めなさい。

事象の中から１次関数の関係を見
いだし、２組の対応するｘ、ｙの

組が与えられているときに、ｘと
ｙの関係を１次関数の式で表すこ

とができる。(8)

２組の対応するｘ、ｙの組が与え
られているときに、ｘとｙの関係

を１次関数の式で表すことができ
る。(17)

１次関数の式、変化の割合の意
味、ｘとｙが対応することにつ

いての確認をして、式で表すま
での流れを説明する。(3)

評価規準 評価問題

判断基準（かっこ内の数値はその段階の生徒数を表す）



- 150 -

つまずきを解決しながら既習内容を振り返る学習活動を取り入れた。また、授業の展開の適用

場面で、変化の様子をグラフで表現するための手順に沿った小問で構成される問題を提示でき

るコンピュータ教材を活用して、つまずきを解決しながら正しい方法が身に付く学習活動を取

り入れた。このことにより、生徒に「変化の様子をグラフで表現すること」を習得させること

ができた。

エ 「二つの数量の関係を式で表現すること」の学習では、授業の導入の補充場面で、代入の仕

方や方程式の解き方の問題を提示し、誤答に対する説明を表示できるコンピュータ教材を活用

して、つまずきを解決しながら既習内容を振り返る学習活動を取り入れた。また、授業の展開

の適用場面で、二つの数量の関係を式で表現するための手順に沿った小問で構成される問題を

提示できるコンピュータ教材を活用して、つまずきを解決しながら正しい方法が身に付く学習

活動を取り入れた。このことにより、生徒に「二つの数量の関係を式で表現すること」を習得

させることができた。

( ) 課題2

二つの数量の関係を式で表すことについての習得状況は、他の内容と比較して低くなっている。誤

答の内容から判断すると、式で表すまでの手順は分かっていても途中の計算を正確にできないことが

原因であり、コンピュータ教材で提示する問題に符号の書き落としや移項の際に符号を変えることに

ついて注意を払わせる問題を取り入れることが必要であったと考える。

以上のことから、数学科「一次関数」において数学的な表現や処理の仕方を習得を図る上で、コン

ピュータ教材を活用したつまずきを解決する学習活動を取り入れた指導を行うことにより、多くの生

徒をおおむね満足する段階以上に高めることができ、努力を要する段階の生徒も解決する手順どおり

計算を進められるようになった。このことから、本研究の指導は有効な手だてであると考える。

Ⅴ 研究のまとめと今後の課題

１ 研究のまとめ

本研究は、生徒個々の状況に対応することができるコンピュータ教材を開発し、それを活用したつ

まずきを解決する学習活動を取り入れた授業実践をとおして、数学的な表現や処理の仕方の習得を図

る指導を明らかにし、中学校数学科「一次関数」の学習指導の改善に役立てようとするものである。

そのために、数学的な表現や処理の仕方の習得を図る指導に関する基本構想を立案し、コンピュー

タ教材を開発した。そして、作成した指導プログラムにより、基本構想に基づき開発したコンピュー

タ教材を活用した授業実践を行い、その結果を分析し考察することができた。

この結果、コンピュータ教材を活用したつまずきを解決する学習活動を取り入れた指導は、数学的

な表現や処理の仕方の習得を図る上で有効であることが確かめられた。

２ 今後の課題

本研究において開発したコンピュータ教材は、数と式領域の単元でも利用できると考えられる。他

の単元で利用するときの問題や説明の内容について、さらに研究を進めたい。
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